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理された「アフォーダンス変更の 4 つのフェーズ」（竜田 2009a）と、竜田氏が整理したものを基に更に筆


































































































日時：平成 30 年 7 月 17 日、発表当日 7 月 20 日／対象：中学 1 年生／場所：F 中学校　第 2 集会室／授業構成：1
時間／めあて：「感謝の気持ちを本気で伝えよう」／教材：「ありがとう」いきものがかり、「世界に一つだけの花」
SMAP、「栄光の架橋」ゆず、「キセキ」GReeeeN ／アフォーダンスの変化：「歌」⇒「サプライズプレゼント」
　尚、F 中学校での実践では、1 回目の Y 中学校で行った実践の結果を踏まえ、幾つかの環境設定の改良を
行っている。具体的な改良点については後述する。
4─1．Y中学校における事例と分析









































































































表３　B 君のアフォーダンス変更の 4 つのフェーズと歌唱表現
フェーズ 音楽活動
①私たちの活動の中で、アフォーダンスを変
えたいという課題が意識化され、
担任の先生に感謝の気持ちを歌でプレゼントする。実際に、サプラ
イズで終業式の日にプレゼントを届ける。「感謝の気持ちを本気で
伝えたい」「プレゼントしたい」と強く意識化する。
②のぞましいアフォーダンス変更の道具を外
界に探し求め、
「どうすれば思いが届くかな・伝わるかな。先生、泣いちゃうかな」
と表現を試行錯誤する。
③外界の「しかるべき形態のモノ」が「そう
いう道具として見えてくる」ようになり、
「ここは歌わずにセリフにしようよ」「大きな声で力強く出してみよ
うよ」「ここの歌詞は優しく歌ってみよう」と、思いが伝わるよう
にサプライズプレゼントに向けて試行錯誤して表現を探す。
④それを手に取って使ってみる 「先生驚くかな。伝わるかな、届くかな」と明るい表情で、恥ずかしがることなく、精いっぱい思いを伝えるように歌う。
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たのである。つまり、目的意識を持ち続けたまま、マイクロスリップを繰り返していった先に、主体的な表
現が引き出されていったのである。またこの際「どうしたらいいか」と頭で考えるだけでなく、常に声をだ
して繰り返し歌い試していく中で「様々な表現に出会う」、といった「音や音楽そのものから引き出される
表現」も沢山存在するのである。そして更にそこから「表現を探索して見つけ出す」という活動も重要であ
ることも明らかとなった。
　ウ）自己内対話の設定
　山下氏は、国語科教育の中で、自分からの発話としての作文ではなく、自分自身との対話を通じて、書い
ている自分という立場と聞いている側としての自分、という 2 つの立場を持つことによって、書くための作
文が伝えるための作文へと変わっていくことを述べている（山下 1992）。これは今回の実践においても大き
く当てはまる。試行錯誤することで、「ここは力強く歌えば伝わるかな」「ここは歌うよりセリフにした方が
気持ちが伝わるかな」と自分自身とのコミュニケーションが図れるが、これを更に深めるために、自分自身
が相手の立場となって表現を探していくことも必要なのである。「自分が担任の先生の立場だとしたら、自
分たちがどんな表現をしていると思いが伝わるだろうか」という気持ちも芽生え、表現の幅も広がっていっ
たのである。伝える相手を想定しながら表現を探索していくことにより、その表現がただ「歌う」行為では
なく、「伝えるため」の表現となっていくのではないだろうか。
　エ）表現のヒントとしての映像の必要性
　従来の音楽の授業のように、綺麗に響く声で揃えて歌うのではなく、気持ちや思いが伝わるように本気で
歌うことを提示するために、F 中学校の実践では誰もが知っている曲をプロのミュージシャンが思いを込め
て本気で歌う映像を提示した。この映像を生徒たちが見ることによって、「音楽の授業でこんな表現をやっ
てもいいんだ」「こういう歌い方もあるんだ」と感じ、このことが引き金となって、表情や声の出し方も変
わり、今までと異なる様々な表現を引き出す手助けとなった。
　オ）歌の世界から逸脱しないためにもわからないところは一度とばす
　山本氏が英語科教育においての多読について、非常に興味深いことを述べている。あえて辞書を使わずに
わからないところは飛ばすことで、本の世界から逸脱してしまうことを防ぐ、というのである（山
本 2009）。多読における初心者は、一語一語、一文一文、など文法等を意識しながら、先を見通さないで読
む。これに対し、多読における熟達者は、先を見通し、本の世界に入り込みながら読み、世界の中に居続け
る、というのである。このことは多読における熟達者に関しての指摘ではあるものの、今回の実践に関して
も同様のことを言うことができた。
　表現の探索中、表現が思うように引き出されてこない場合に、そこにずっと留まらず、一旦他の部分の表
現を探索に移行していくことも、生徒の主体的な学びを深めるために重要であることがわかった。今回の実
践においても多く見られたが、わからないところにずっと居続けてしまうことで、その歌の世界からも抜け
ていってしまうことが考えられ「わからないところはやらなくてよい」ということではなく「一旦飛ばして
先に進む」、そしてしかるべき時に再び戻ってみることで、音楽自体が表現を引き出してくれることもある
ことが明らかとなった。
　以上を踏まえて主体的な学びを深めるための環境設定を述べるならば、根底に常に目的意識が存在してい
なければならない。そして、その目的意識の基となるのがアフォーダンスを変えたいという想いである。即
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ち歌唱活動においては、ただ楽譜通りに歌う、というだけでなく何のために歌うのか、という目的を持たせ
るべきなのであろう。そして歌うという行為が様々な下位構造（課題を達成するためのいくつかの行為）に
よって成り立っていることも考慮しながら、教師の様々な環境の設定や働きかけによって、マイクロスリッ
プを繰り返し主体的に表現が引き出されてくるのであろう。
６．おわりに
　本研究では、普段の生活との文脈のつながりを深め目的意識を高めたり、音楽室から離れて教師を出張アー
ティストのような立ち位置にするなどして、生徒が自由に表現しやすい環境を設定することで、主体的な表
現を引き出すことを試みた。しかし現実的に、今回の実践のように常に強力な仕掛けや、自由で制約のない
環境設定を取り入れることは、通常の学校生活の中では容易ではない。現状の許す範囲で、目的意識が強ま
る授業を工夫しながら取り入れていくことになろう。
　また、拙稿において述べているように、生徒たちの主体的な表現を引き出すためには、常日頃の音楽授業
で培ってきた、試行錯誤できるような表現の蓄積がどれだけ内的に持ち合わせているか、ということが何よ
りも重要であろう（中里 2017）。生徒たちの主体的な表現の幅は、今まで小学校の時から受けてきた音楽の
授業の中で教わってきた知識や技能に左右されるのである。
　最後に、音楽の授業において身につく知識・技能は、今回の実践のように教師が、案内や出張アーティス
ト、そして協働参加している立場を確立しているだけでは、容易に身に付くものではない。主体的な表現を
引き出すために必要な知識・技能の蓄積を導くためには、従来の音楽の授業のような教師が指導者としての
立場に立ち、生徒に対して教授しながらも工夫のある授業も、時として必要なのではないか、と今回の実践
を経て感じたことである。主体的な表現の幅は、人それぞれに蓄積されている表現のレパートリーによって
変わってくる。教師主導ではあるものの工夫のある授業展開と、今回のような共同参加や案内人といったよ
うな教師の立ち位置をうまく持ち合わせながら、単に音楽室の中で完結する歌唱活動ではなく、音楽室を超
えて本気で思いを伝えるために歌う環境の設定が、主体的な深い学びへと繋がる切っ掛けとなるだろう。
附記
　本研究における授業実践は、小暮真哉先生、星野勇希先生に、研究の趣旨をご理解頂き快くご協力頂きま
した。ここに記して心より感謝申し上げます。なお、本研究においては平成 30 年度修士論文「主体的な歌
唱表現を目指した授業実践の試み」今泉寿理（指導　中里南子）において授業実践の一部を発表している。
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